
　　　R.i.Distric  2610,  ROTARY  CLUB   OB    UOZU 

　　　　　魚津ロータリークラブ会報誌

２０１５－２０１６年度　　R　I　会長　　K.R.　ラビンドラン

２０１５－２０１６年度　　魚津RC会長　　羽田　陸朗

第２９９6回　　　例会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　2015年11月 27日

１、点鐘・握手

2,ロータリー・ソング　「我等の生業」

3,ゲスト並びにビジターの紹介(池上親睦活動委員長）

・富山財務事務所　所長　野口　久雄様

４、会長挨拶（羽田会長）

・冬支度に忙しいとは思います。

・１１月２３日　勤労感謝の日は、いい天気でした。

　氷見の番屋へ行ってきました。

　地元の一夜干しなどが売っており、大変にぎやかでした。

　湾岸道路を走り、新湊大橋を通り、室井しげるのロッグハウス

　を見て、タラソピアを通って帰ってきました。

　”夕陽ロード”を”湾岸ロード”にしてはと思いました。

５、幹事報告（川岸幹事）

・１２月８日の志賀原発視察の参加者が１７名になりました。

　当日は、免許証等を持って行って下さい。

・１２月例会案内

　１２月４日　クラブ協議会です。上半期各委員長活動状況説明です。

　１２月１１日　卓話　青山さんです。

　１２月１８日　年次総会です。

　１２月２１日　年忘れ家族例会です。

・１２月　SAA補助は、坪野さん、谷川さん、根岸さんです。

６、出席報告（仙丸出席委員長）

・本日の出席　２１名、　欠席　８名、　　出席率　７１．４２％です。

・２９９４回例会出席率については、メークアップはなく、７５％変わらずでした。

７、ニコ・ボックスの報告（平﨑ニコ・ボックス委員）

・生駒晴俊さんから、１１月１５日は、妻道代との結婚６０周年記念日でした。根岸スタジオで

　で写真を撮ってきました。妻はその写真を見て、姉と勘違いをしています。

８、委員会報告

・親睦活動委員会報告（池上委員長）

　１２月２１日　年忘れ家族例会です。たくさんで楽しみたいと思っています。

・地域環境委員会報告（中尾委員長）

　１２月２４日　つくし学園のクリスマス会にサンタさんでいきます。

　　　　　　　　会長、幹事、委員長、記録係以上で訪問予定です。

　　　　　　　　魚津、滑川、朝日町など新川地区の園児　１６名がいます。



９、ゲスト卓話（　富山財務事務所　所長　野口　久雄様）

　テーマ”最近の経済情勢等について”     ( 別紙資料参照）

　　　　　　　　　　　　　　　　（１）財務事務所の業務紹介

                                     ・豊かな地域・社会づくりを支援している

　　　　　　　　　　　　　　　　（２）最近の県内経済情勢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・県内経済は、総じて回復している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・北陸新幹線の波及効果が期待されている。

（３）我が国財政の現状

　・平成２７年度末　国債残高は、約８０７兆円で、国民一人当たり　約６３８万円です。

　・社会保障と税の一体改革

　・４７都道府県　幸福度ランキングでは、一位　福井、二位　富山、三位　石川です。

（４）特殊詐欺の発生状況

　・全国的に被害の発生・金額ともに高くなっている。

　・皆さん、気をつけましょう！

[あとがき]

・「光陰矢のごとし」　月日の経つのが、大変早く感じますが、皆さんは如何でしょうか？

　魚津ロータリークラブ創立６０周年記念式典が終わって、早くも６か月経ちました。

　その時の写真を整理していますと、皆さん全員熱く燃えていたことが　良く分かります。　　

　それぞれ、人生のⅠページに、記憶されていると信じます。ご苦労さまでした。

・１２月に入ると、あちこちで「クリスマス・ソング」が大々的に聞こえてきます。私たちの

　ロータリークラブでも、つくし学園訪問やクリスマス家族例会が計画されています。

　多くの日本人は宗教行事として、イベントを行っていなくて、クリスマスをしていますが

　さて本番の皆さんは、どのように捉えているのでしょうか。

・「キリスト教においてもクリスマスは「降誕を記念する祭日」と位置づけられており、

　「イエス・キリストの誕生日」と考えられているわけではない。」らしい。

・キリスト教圏では、クリスマスには主に家族と過ごし、クリスマスツリー（常緑樹で一般に

　モミの木）の下に、プレゼントを置く。「愛」の日でもあるという。

・（１）「商業主義に対するローマ教皇の懸念」

　（教皇べネデイクト十六世の２００５年１２月１１日の「お告げの祈り」のことば）より、

　現代の消費社会の中で、この時期が商業主義に　いわば、「汚染」されているのは、

　残念なことです。－－－降誕の精神は、「精神の集中」と「落着き」と「喜び」であり、

　この喜びとは、内面的なもので、外面的なものではない。
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・（２）「キリスト者が世界と繋がる時」

　（教皇べネデイクト十六世の２０１２年１２月１９日　タイムズ紙への寄稿）

　クリスマスには、聖書を読んで学ぶべきだ。

　政治や株式市場など、俗世の出来事にどう関わるべきかの啓示は、聖書の中に



　見つけられる。－－－－

　－－貧困と闘わなければならない。資源を公平に分かち合い、弱者を助けなけれ

　ばならない。強欲や搾取には、反対すべきだ。－－

　－－クリスマスはとても楽しいが、同時に深く内省すべき時でもある。私たちは

　つつましく、貧しい馬小屋の光景から　何を学べるだろう。

＊時には、その真意を知っていたいものですーーーー。

・ポール・ハリス語録ーその７

　現代の最も適しているのは、長い爪を持っている人ではありません。

　地域社会の他の人の成功したおかげで自分も成功した。

　地域社会の成功は、他の地域社会の成功のおかげである。

　自分ひとりで事足りる人はいない。

　誰も一人では成功できない、という事実を十分認識するようになった人が

　現代の適者です。

　　（Ｔｈｅ　Ｒｏｔａｒｉａｎ，　Ｓｅｐｔｅｍｂｅｒ　１９１２）


